
現代社会（公民科）学習指導案 

 

○○高等学校    

教諭 ○○ ○○  

 

１ 学年  第１学年 

 

２ 教材  高等学校 新現代社会  

        

３ 科目名 現代社会 

 

４ 単元名  基本的人権の保障 

 

５ 単元指導計画 

（１）平等権１  法の下の平等の考え方はどのようなものか       ・・・・・・１時間 
（２）平等権２  平等な社会は実現しているか（ケーススタディを中心に）・・・・・・１時間（本時） 
（３）平等権３  条件的平等について考える              ・・・・・・１時間  
（４）自由権１  精神的自由はなぜ守られなければならないのか     ・・・・・・１時間 
（５）自由権２  身体的自由はなぜ守られなければならないのか     ・・・・・・１時間 
（６）社会権   国家はどこまで国民を守らなければならないのか    ・・・・・・１時間 
（７）新しい人権 現代社会においては、どんな人権が必要なのか 
 
６ 評価の観点と評価規準 

 
関心・意欲・態度 

 
思考・判断・表現 

 
    技   能  

 
     知識・理解  

・自由・権利と責任、平等
など人権に対する関心が
高まっている。 
・民主政治の基本原理であ
る基本的人権の尊重につ
いて関心を高め，主権者と
して自らの問題として追
求しようとしている。 
 

・人権に関する実際の裁
判例やケーススタディに
おいて，どう判断するべ
きかを，主権者として自
ら考察し，公正に判断し
表現しようとしている。 
・平等や自由など人権に
関して、幸福・正義・公
正などを用いて、多面的
多角的に考察し、社会の
変化や様々な考え方を踏
まえて公正に判断し、表
現している。 

・写真・絵などからその意
味すること、背景を読み取
ろうとしている。 
・憲法の条文や判例につい
ての情報を様々なメディア
を通して収集する。 
・収集した資料を自らの考
えをまとめることに活用し
ようとしている。 

・人権規定がなぜ憲法に
定められているのか、な
ぜ重要なのか、基本的考
え方を身に付けている。 
・基本的人権の具体的内容
及び判例を理解し、その知
識を身に付けている。 
・民主主義の目標は，基本
的人権の尊重であることを
認識し、その考え方を身に
付けている。 

 

７ 本時の目標 
① 憲法１４条で保障する「法の下の平等」の考え方は、前時に学習した法的な考え方と異なり、 
理念的には、実質的な平等を志向していることを理解し、その際に公正、公平とは何か、を考えるこ
とが大事であることに気が付く。 

②  現在の日本、世界は平等な社会が実現しているか、差別はないのか、を考察する。そのうえで、
平等な社会の実現に向けてどのような取組が行われているのか、考える。 

③ アクティブ・ラーニングの手法を利用することで、生徒の言語活動の充実を図る。 
 
アクティブ・ラーニングについては，中央教育審議会答申（2012）で，「教員による一方的な講義形式の教 

育とは異なり，学修者の能動的な学修への参加を取り入れた教授・学習法の総称。学習者が能動的に学修す
ることによって，認知的，倫理的，社会的能力，教養，知識，経験を含めた汎用的能力の育成を図る。発見
学習，問題解決学習，体験学習，調査学習等が含まれるが，教室内でのグループ・ディスカッション，ディ
ベート，グループワーク等も有効なアクティブ・ラーニングの方法である。」と広い意味で定義している。そ
して、中央教育審議会諮問（2014）「初等中等教育における教育課程の基準等の在り方について」において、
「課題の発見と解決に向けて主体的・協同的に学ぶ学習」を「いわゆるアクティブ・ラーニング」と定義し
て、「『どのように学ぶか』という、学びの質や深まりを重視することが必要」と述べている。 
 私は、講義、視聴覚教材、ロールプレイ、シミュレーション、ブレーンストーミングなど様々なアクティ
ブ・ラーニングの手法を学習活動に導入し、生徒が主体的に授業に参加し、課題発見や問題解決、自らの意
見形成を行う授業展開を考えている。そして、最終的には自分が考えたことを表現することが重要になり、
アクティブ・ラーニングの手法の授業は、生徒の言語活動の充実にもつながるとも考えている。 

 



 

８ 本時の展開 

時間 学習内容 

学習活動 

学習活動の支援・指導上の留意点 

観点別評価 

導 

入 

５ 

分 

・前時の復習と学習課題の確認 

・「法の下の平等」の意味を復習し、本時

の課題を確認する。 

・アメリカのオバマ大統領とヒラリー元副

大統領の写真から平等について考える。 

・生徒に発問をして投げかける。 

・写真を利用し、生徒に発問をして興味・関心を

ひく。 

・スライド１～４で興味をひく。 

・プリント１配付 

・前時の内容を理解しているか。 

【知識・理解】（ワークシート、発問） 

・写真から問題を読み取ることができる。 

【技能】（観察） 

 

 

展 

開 

40 

分 

１． ケーススタディ（特定の者を優遇す

ることは許されるか） 

・アメリカの事例、大学における有色人種

合格枠は許されるか、を考察える。 

 

 

 

 

 

 

・ワークシートを配付。 

・生徒とやりとりしながら、考えさせる。 

・自分なりに考えることができているか。 

【思考・判断・表現】 

（ワークシート） 

 

 

 

 

 

 

２．アファーマティブ・アクション の考

え方 

・ケーススタディの事例がアファーマティ

ブ・アクション（積極的是正措置）である

ことを学び、その根底にある考え方を学

ぶ。 

・憲法の「法の下の平等の考え方」に実質的平等

を目指す考え方が含まれることを伝える。 

・ワークシートの板書欄をまとめられたか。 

【知識・理解】（ワークシート、テスト） 

 

＜ケーススタディ＞アメリカの事例：あなたはどう考えますか？（選択肢） 

 白人の女の子シェリルは、ロースクールを不合格になったが、自分より点数の低い

有色人種の学生が有色人種合格枠により合格しているのをおかしいと裁判所に訴え

た。 



３．日本における積極的是正措置の事例と

いまだ残る差別事例 

・いまだ残る差別の事例を理解する。 

・男女差別 

・被差別部落 

・アイヌ人差別 

・外国人差別 

・障害者差別 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ワークシートを利用し、簡潔に説明する。 

・プロジェクタで、写真や絵・資料を提示し、発

問をして、興味、関心をひく。 

（スライド５～２２） 

・ワークシートの板書欄をまとめられたか。 

【知識・理解】（ワークシート、テスト） 

写真から問題を読み取ることができる。 

【技能】（観察） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．ケーススタディ 

・自分の心の中にある偏見について気がつ

く。 

 

・生徒に自然に考えさせるように工夫する。 

・生徒の答えから生徒の心の中にある偏見を導き

出す。 

・自分なりに考えることができたか。 

【思考・判断・表現】 

（ワークシート、指名） 

 

ま 

と 

め 

５ 

分 

・学んだことをカルタ（型）を利用して、

まとめる。３段階思考法（フィンランド・

メソット 超「読解力」田中博之）を参照

にして作成したカルタでまとめ、ワークシ

ートに記入する。 

（年間をとおして、授業の最後に、３段階

思考法を繰り返し行い、訓練していく。） 

 

・ワークシート「平等かどうかをテーマに考える

と、現在の日本や世界は【１     】である。

まず【２      】である。次に

【３        】である。最後に（従って、

このように）私は【４      】と考える。」

を利用し、【１】には自分の考えを、【２】【３】

にはその根拠を示し、【４】でまとめる。 

【思考・判断・表現】（ワークシート）・自由に感

じたことを書くように指示する。 

・自分なりに平等について考えることができた

か。 

【思考・判断・表現】 

（ワークシート、指名） 

 

 

発問事例 

①スライド５   「２０・３０プロジェクト」の２０・３０の意味は何か？ 

②スライド１０  女性専用車は問題ないのか？ 

③スライド１８  ポスターの「どこの人」ではなく「どんな人」の意味は？ 

④スライド２０  ポスターで描かれている理想の社会とは？ 

                  など発問しながら差別の事例を説明する。      

＜ケースススタディ＞次の質問に答えよう！ 

「○○さんは、変人です。○○さんの血液型は何型ですか」 

 



現代社会授業指導案２スライド解説
導入時スライド１～４（オバマ・ヒラリー）
導入においては、スライドを使い、時事的で生徒が興味を持てる内容を取り上げる。こ

の授業では、アメリカの大統領、大統領候補を取り上げた。
スライド１，２ アメリカのオバマ大統領の写真
＊発問「オバマ大統領はなぜ話題になるのですか」

・・・黒人初の大統領であること、黒人差別について解説。
スライド３，４ アメリカのヒラリー大統領候補の写真
＊発問「ヒラリー大統領候補はなぜ話題になるのですか」

・・・女性の大統領はまだいないことを解説。

展開１ スライド５～１０ 日本の差別１（女性差別）
スライドを利用しながら、女性差別に関わる事例を考えていく。
スライド５ 安倍政権の政権公約のスライド（２０／３０プロジェクト）
＊発問「２０／３０プロジェクトとは何を示すのか」

・・・安倍政権の政策を説明。スライド６で補足説明。
スライド６ 安倍内閣女性閣僚５名のテレビニュースのスライド
スライド７ 各国の女性議員の割合のスライド
＊発問「日本の女性議員の割合は他国と比べてどうですか」

・・・日本の女性議員の割合が他国と比べて低いことを確認。
スライド８ 男女の年齢別平均年収のグラフ。
＊発問「女性の年収は男性と比べてどうなっていますか」

・・・女性の年収が男性の年収に比べて低いことについて確認。
スライド９ 男女の育児休暇取得率のグラフ
＊発問「日本の育児休暇男性取得率は女性と比べてどうか 」。

・・・低い結果を確認し、低いことをどう考えるか、合わせて問いか
ける。

スライド１０ 女性専用車の写真
＊発問「これはどういう意味で、なぜこんな車両があるのですか」

・・・女性専用車について説明を加え、どう思うかも合わせて問いか
ける。

展開１ スライド１１～１７ 日本の差別２（人種差別）
スライドを利用しながら、人種差別に関わる事例を考えていく。

（ ）スライド１１ ヨーロッパの差別行為 サッカーのグラウンドにバナナを投げ入れる
＊前の授業で取り上げていればどんな出来事であったか。再度確認。

スライド１２ 日本のサッカーチーム浦和レッズのサポーターが差別行為（ジャパニ
ーズ オンリーの垂れ幕）

＊前の授業で取り上げていればどんな出来事であったか。再度確認。
スライド１３ 日本の嫌韓差別的デモの様子（良い韓国人も悪い韓国人も殺せ）

発問「この言葉を聞いてどう思うか？」
・・・スライド１４、１５、１６、１７も含めてヘイトスピーチの

問題点を指摘する。
スライド１４ ヘイトスピーチの新聞記事
スライド１５ 小樽市の温泉施設の差別張り紙
スライド１６ 小樽市の温泉施設の差別の記事
スライド１７ 映画「パッチギ」のポスター

＊映画などのポスターを取り上げることで興味を引く。

展開１ スライド１８～１９ 日本の差別３（被差別部落差別）
スライドを利用しながら、門地差別に関わる事例を考えていく。
スライド１８ 滋賀県のポスター（ どこの人」ではなく「どんな人 ）「 」
発問「 どこの人」ではなく 「どんな人」とはどういう意味？」「 、

・・・生まれによる差別があることを説明、解説。
スライド１９ 小説「橋のない川」の表紙

＊映画などのポスターを取り上げることで興味を引く。



展開１ スライド２０ 日本の差別４（障がい者・高齢者差別）
スライドを利用しながら、障がい者差別などに関わる事例を考えていく。
スライド２０ ノーマライゼーションを示す絵

（高齢者、障がい者、妊婦、幼児など様々な人が暮らす絵）
発問「この絵が示している理想の社会とはどんな社会ですか？」

、 。・・・ノーマライゼーションの考え方 バリアフリーの考え方を示す

展開１ スライド２２、２３ 日本の差別５（アイヌ人差別）
発問「日本には他にどんな差別があると思いますか」

・・・その事例の一つとしてアイヌ人差別をスライドを使い説明。
その他の事例も同様に紹介できる。



現代社会意見ワークシート
年 組 番

名前（ ）

平等かどうかをテーマに考えると、現在の日本や世界は、

１

と考える。

まず （一つめの根拠は）、

２

。である

次に （２つめの根拠は）、

３

である。

最後に（従って、このように）

４

と考える。










